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試金石ストーリー 12
波また波

Photo Caption: 2004年12月26日に津波が南アジアを襲って以来、ライオンズは被災者に援助と希望をもたらしてきました。
2004年12月26日、インドネシアのスマトラ島西岸沖のインド洋下でマグニチュード9.0を超える地震が発生しました。数時間のうちに、高さ15.5メートルもの巨大な津波が次々にインド洋沿岸の11カ国を襲います。南アジアの津波では23万人余りが命を落とし、100万人余りが家を奪われ、被害は有史以来最悪となりました。
「海はすべてを奪っていきました」と、スリランカ、コロンボのウェラワッタウエスト・ライオンズクラブの会員、ランジャン・ジャヤワルダンは述べています。

ライオンズは真っ先に駆け付けて被災者に手を貸しました。スリランカでは政府と協力して援助活動を組織し、1日16時間働いて物資を送り、避難所にテントを立てました。インドのチェンナイの近くでは、医療に携わる80人がボランティアで応急処置を施し、70近くのクラブが食料や衣類を配布しました。インドネシアとタイでは、地元のクラブが避難者に食料、衣類、家屋、治療を提供しました。ライオンズは、自ら惜しみない寄付と配慮の波を立てて対応したのです。
ライオンズクラブ国際財団も、救援資金を送るために動き出します。ニューヨークの世界貿易センターが攻撃された2001年9月11日以降、LCIFでは災害対応モデルを構築し、ライオンズが災害時に迅速に行動できるようにしています。このモデルでは、地域と被災者の数、当面と今後のニーズ、復興活動の予想期間、その他の検討事項を分析することで、必要とされる資金を推定します。津波の知らせがLCIFに届くや否や、ライオンズはこのモデルに基づき資金獲得を開始しました。

12-touchstone-wave-upon-wave-JA

集まったUS$1,500万の資金はすべてインド、インドネシア、マレーシア、スリランカ、タイのライオンズに送られ、住宅、学校、孤児院の再建に役立てられました。当時、この復興活動はLCIF史上最大のものでした。

インド、ウェストベンガルのコルカタ出身でカルカッタミッドタウン・ライオンズクラブの会員、サンギータ・ジャティア元国際理事は次のように語ります。「家族を失い、すべてを失った人もいました。しかし、ライオンズは彼らとともにありました。彼らには頼れる誰かがいたのです。」

波と最初の衝撃が和らいでからもずっと長く、世界中のライオンズはその時間、労力、資源を注ぎ続け、生活と地域社会全体の再建を支援しました。

天災から5年後、スペインのミハス・プエブロにあるミハス・ライオンズクラブのルイス・ドミンゲス元国際理事は、ライオンズの支援で復興したスリランカの村を訪れました。そこは地域住民に「ライオンズ村」として知られ、繁栄を取り戻していました。新しい家々、遊び場、公民館があり、ミシンが経済再生に役立っています。

「幸せな子どもたちについて何が言えるでしょう？」ドミンゲスは、新しい遊び場で気ままに戯れる子どもたちを見ながら言いました。「ご想像にお任せしますよ。」
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